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概要 従来の合成音声は，抑揚が小さく自然な音声であ

るとは言い難い．そこで，本研究では，抑揚が制御さ

れた合成音声の生成を実現させるために，合成音声と

朗読音声を用いて強調場所の推定を行い，音声合成学

習時に強調場所に強調レベルを付加する．このことで，

音声合成時に，強調したい任意の場所に強調レベルを

付加することで抑揚が制御された音声合成を検討する．

1 はじめに
TTS(Text to Speech) は，テキストを入力とし，音

声生成を行う音声合成方式である．従来の TTSで生成

される音声は，我々人間が話す音声と異なり抑揚の小

さい音声になってしまっている．このような音声では，

どこの部分を強調して話しているのかが分かりづらい．

これにより，聞き間違いやミスリードが生じるおそれ

がある．

TTSは様々な場所で利用されている．例えば，コー

ルセンターの自動応答，ショッピングモール，駅など

での構内放送である．このような状況での，聞き間違

いやミスリードは大きな問題を生じうる可能性がある．

このような問題を引き起こさないないためにも強調す

べき箇所を強調できる自然な合成音声つまり，抑揚制

御ができる TTSが必要であると考える．

そこで，本研究では，強調場所を見つけるために，ア

クセント句毎に合成音声と朗読音声の基本周波数の比

較を行い，推定した強調場所に強調レベルを加え音声

合成の学習を行う．これによって，合成音声生成時に

強調したい場所を指定することができ，その部分に強

調レベルを付加することで，抑揚が制御された合成音

声の生成を提案する．

本報告では，提案方式と今後の課題についての検討

を行う．

2 提案方式
提案方式は大きく分けて (a) と (b) の２つの段階に

分けられる．これらを以下に示す．

2.1 提案方式 (a) 　強調場所の推定と強調レベルの

抽出

提案方式 (a)の概要図を図 1に示す．

提案方式 (a) では基本周波数を使用し，朗読音声の

図 1: 提 案 方 式 (a)．朗 読 音 声 と 合 成 音 声

の 基 本 周 波 数 比 較 に よ り 強 調 レ ベ ル 抽 出 ．

　提案方式 (b)．強調レベルを用いた音声合成モデ

ルの学習と音声合成．

強調場所を強調レベルとして抽出する．

基本周波数は，話者が強調した部分を知覚するため

の主要な音響情報である [2]．また，強調された部分は

基本周波数が高くなることが知られている．

J-KACコーパスにある朗読音声とこの朗読音声に対

応したテキストを用いて TTSで生成した合成音声の二

つの音声を比較する．朗読音声と合成音声は長さが同

等でないので動的時間伸縮を用いてフレーム数を同等

にする．この二つの音声に対して WORLD 分析を行

い，基本周波数を抽出する．朗読音声と合成音声は男

声と女声なので，比較するために基本周波数のレベル

合わせを行う．これは，男声と女声の基本周波数の値

が大きく異なり，単純に比較できないからである．そ

の後アクセント句毎に基本周波数を比較し，朗読音声

の基本周波数が合成音声の基本周波数よりある閾値分

大きい場合，そのアクセント句を強調場所と推定し，強

調レベルとして抽出する．

2.2 提案方式 (b)　 TTSモデルの学習と音声合成

提案方式 (b) の概要図を図 1 に示す．提案方式 (b)

では，強調レベルを用いた目標 TTSモデルの学習と抑

揚が制御された合成音声の生成を行う．

朗読音声と強調場所に強調レベルを付加したテキス

トを用いて目標 TTSの学習を行う．この目標 TTSを

用いて合成音声を生成する．音声合成時，強調場所を



表 1: J-KAC

サンプリング周波数 48 kHz

話者 男声プロ話者 1名

収録時間 9時間

収録場所 スタジオ収録

表 2: 使用するテキスト

# アクセント句境界

! アクセント核

^ 立ち上がり

( 文末

2 句読点などの記号

大文字 無声化

手動で選択し，強調場所に強調レベルを付加する．こ

れは，同じ音韻情報でも強調する場所が異なる場合が

あるからである．例，「私は岡山で公務員をしています」

の文の場合，どこを強調するときは「岡山」，何をして

いるのかを強調するときは「公務員」を強調するのが一

般的である．

2.3 使用したコーパス

使用したコーパスを表 1 に示す．J-KAC(japanese

kamishibai and audiobook corpus)[3][4]はオーディオ

ブックと紙芝居の朗読音声からなる．収録されている

作品は著作権の消滅した作品やライセンスフリーの作

品である．

3 テキスト処理
3.1 テキスト形式

本研究で TTS(Text to Speech)[1]で学習，合成時に

使用するテキストはかな漢字ではない．学習時，テキ

ストと音声を対応づける．この時，かな漢字より以下

のようなアクセント文を使用することでアクセント指

定ができ，より自然な合成音声を生成することが可能

になる．

本研究では以下のテキストを TTS学習，合成時に使

用する．

# k I ^ t a n o # u ! m i n i m o #

s u ! N d e # i ^ t a # n o ^ d e a r i

m a ! s U (

上記のテキストは，「北の海にも棲んでいたのであり

ます」をアクセント文に書き換えたものである．

3.2 強調レベル

学習時に強調レベルを付加したテキストを用いる．

テキストは 3.1節に示したものであり，2.1節に示した

通りアクセント句毎に基本周波数を比較し，強調場所

を推定し，強調レベルを抽出する．テキストでは#がア

クセント句境界なので，「北の」，「海にも」，「棲んで」，

「いた」，「のであります」の 5つのアクセント句に分解

することができる．朗読音声と合成音声の基本周波数

を比較し，強調場所が「北の」だと推定されたとする．

この時「北の」に強調レベルを付与する．例えば以下の

通りである．

# k’ I’ ^ t’ a’ n’ o’ # u ! m i n i m o #

s u ! N d e # i ^ t a # n o ^ d e a r i

m a ! s U (

このように強調場所に強調レベルを付与することで，

TTS学習時に強調場所を認識し，合成時に強調場所を

指定することで抑揚が制御された音声が合成可能にな

ると考える．

4 まとめと今後の課題
本報告では，合成音声と朗読音声の比較をもとにテ

キストに強調レベルを付加し，声合成時に，強調したい

任意の場所に強調レベルを付加することで抑揚が制御

された音声合成を可能にする音声合成方式についての

提案を行った．これにより同じ音韻情報でもシステム

使用者が強調したい場所を指定し，音声合成が行える

ようになると考える．今後の課題として，強調レベル

の具体的な方法や朗読音声と合成音声の基本周波数の

比較方法を検討する．
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